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で
、
台
湾
人
の
外
省
人
に
対
す
る
恨
み
は
深

く
独
立
を
志
向
す
る
気
持
ち
は
強
い
よ
う
で

す
。 台

湾
は
台
湾
人
で
あ
る
李
登
輝
総
統
誕
生

ま
で
は
国
民
党
の
独
裁
政
権
で
し
た
。
李
登

輝
総
統
は
台
湾
を
民
主
化
し
、
総
統
も
選
挙

で
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次
い
で

台
湾
人
の
民
進
党
の
陳
水
扁
総
統
が
誕
生
し

ま
す
が
汚
職
で
失
脚
す
る
と
外
省
人
の
国
民

党
の
馬
英
九
総
統
が
誕
生
し
、
中
国
と
の
経

済
的
な
連
携
が
深
ま
り
、
平
和
的
な
統
一
が

実
現
し
そ
う
で
し
た
が
、
台
湾
人
学
生
の
反

対
運
動
が
あ
り
、
再
び
台
湾
人
の
民
進
党
の

蔡
英
文
総
統
（
女
性
）
が
生
ま
れ
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
民
進
党
は
、
も
と
も
と
独
立

を
主
張
す
る
政
党
で
す
が
中
国
を
刺
激
し
な

い
よ
う
に
現
状
維
持
を
唱
え
て
い
ま
す
。
国

民
党
は
共
産
党
と
の
第
３
次
合
作
が
あ
り
う

る
の
で
、
国
民
党
政
権
に
な
れ
ば
可
能
性
は

残
り
ま
す
。 

中
国
共
産
党
は
今
ま
で
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

尽
く
し
て
台
湾
を
統
一
し
よ
う
と
し
て
き
ま

し
た
。
中
国
が
従
来
か
ら
台
湾
に
適
用
す
る

と
言
っ
て
い
る
１
国
２
制
度
は
香
港
の
例
で

偽
り
の
制
度
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
台

湾
人
か
ら
信
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
和
的
統
合
は
当
分
な
い
と
思
い
ま
す
。 

中
国
の
武
力
侵
攻
は
あ
る
か 

中
国
は
台
湾
が
独
立
を
す
る
場
合
は
武
力

行
使
す
る
法
律
を
定
め
て
い
ま
す
。
で
は
、

人
民
解
放
軍
は
台
湾
を
攻
略
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。
私
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
理
由
の
第
１
は
米
軍
の
存
在
で
す
。

沖
縄
に
は
米
国
の
最
強
第
３
海
兵
遠
征
部
隊

が
、
佐
世
保
に
は
強
襲
揚
陸
艦
を
は
じ
め
５

隻
の
揚
陸
艦
が
存
在
し
ま
す
。
海
兵
隊
の
即

応
部
隊
は
揚
陸
艦
群
に
乗
り
す
ぐ
に
駆
け
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

横
須
賀
に
は
空
母
「
ロ
ナ
ル
ド
レ
ー
ガ
ン
」

の
ほ
か
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
を
持
つ
イ
ー
ジ

ス
艦
１
０
隻
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
地
域
、 
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無
敵
最
強
の
海
上
戦
力
で
す
。 

１
９
９
６
年
、
李
登
輝
総
統
の
選
挙
を
妨

害
す
る
た
め
に
中
国
が
台
湾
周
辺
に
多
数
の

ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
、
米
空
母
群
が
派
遣
さ
れ
中
国

は
引
き
下
が
り
ま
し
た
。
そ
の
恨
み
か
ら
、

中
国
は
空
母
攻
撃
用
の
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
に

務
め
２
０
２
０
年
に
Ｄ
Ｆ
２
１
と
Ｄ
Ｆ
２
６

が
水
上
目
標
に
命
中
し
た
と
し
て
い
ま
す

が
、
米
空
母
へ
の
効
果
は
不
明
で
す
。
ま
た
、

中
国
は
自
ら
も
空
母
を
持
つ
と
し
て
旧
ソ
連

の
退
役
空
母
を
数
隻
購
入
、
さ
ら
に
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
建
造
中
止
に
な
り
放
置
さ
れ
て
い

た
未
成
空
母
ワ
リ
ヤ
ー
グ
を
マ
カ
オ
の
賭
博

場
に
す
る
と
国
際
社
会
を
騙
し
て
購
入
、
大

連
で
改
装
、
２
０
１
２
年
に
空
母
「
遼
寧
」

と
し
て
就
役
さ
せ
空
母
保
有
国
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
も
空
母
の
建
造
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
中
国
の
空
母
は
周
辺
諸
国
を
威
嚇
す

る
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
米
空
母
に
は
敵
い

ま
せ
ん
。
極
東
に
米
軍
が
存
在
す
る
限
り
、

中
国
人
民
解
放
軍
は
台
湾
を
攻
撃
で
き
な
い

し
、
し
な
い
と
思
い
ま
す
。 

第
２
の
理
由
と
し
て
中
国
人
民
解
放
軍
は

島
嶼
戦
で
勝
利
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
で

す
。
１
９
４
９
年
、
人
民
解
放
軍
は
金
門
島

を
占
領
し
ま
す
が
、
根
本
元
中
将
を
顧
問
と

し
て
行
動
し
た
国
府
軍
が
反
撃
、
勝
利
し
ま

し
た
。
１
９
５
８
年
に
は
３
か
月
に
わ
た
り

４
７
万
発
の
砲
弾
を
撃
ち
込
み
ま
す
が
金
門

島
は
守
ら
れ
ま
し
た
。
今
も
台
湾
の
施
政
権

下
で
す
。
金
門
島
の
占
領
で
手
痛
い
失
敗
を

し
て
い
る
中
国
が
台
湾
の
武
力
占
領
に
乗
り

出
す
と
は
思
え
ま
せ
ん
。 

第
３
の
理
由
と
し
て
武
力
行
使
に
よ
る
現

状
変
更
は
国
際
社
会
が
許
さ
な
い
こ
と
で

す
。
中
国
は
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
人
権
問
題

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
疑
惑
な
ど
で
国

際
社
会
の
信
頼
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
台

湾
へ
の
武
力
行
使
を
行
う
と
中
国
の
国
際
間

の
孤
立
は
必
定
で
す
。 

そ
の
危
険
を
犯
す
可
能
性
は
低
い
と
思
い
ま

す
。 

将
来
の
展
望 

一
帯
一
路
で
欧
州
ま
で
、
北
極
海
に
も
、

宇
宙
に
も
独
善
的
な
中
国
の
影
響
力
を
伸
ば

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
野
望
も
そ
の

手
段
も
果
て
し
な
く
、
中
国
の
覇
権
拡
大
は

世
界
の
悪
夢
で
す
。 

天
安
門
事
件
の
時
に
日
本
は
中
国
の
民
主

化
を
信
じ
て
国
際
社
会
復
帰
を
助
け
莫
大
な

経
済
援
助
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
江
沢
民
主
席
の
時
に
愛
国
教
育
と

称
し
て
反
日
教
育
を
行
い
、
反
日
国
家
で
あ

る
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。 

台
湾
は
ま
ち
が
い
な
く
親
日
で
最
近
は
福

島
県
等
の
食
物
産
の
輸
入
も
解
禁
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
隊
友
会
員
の
佐
藤
正
久
参
議

院
議
員
が
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

国
際
社
会
が
中
国
の
人
権
侵
害
を
は
じ
め

多
く
の
こ
と
に
不
信
感
を
持
ち
警
戒
す
る

今
、
中
国
共
産
党
の
独
裁
は
い
つ
ま
で
続
く

の
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
台
湾
の
駐
日
代
表

処
の
長
が
中
国
の
台
湾
化
を
期
待
す
る
と
言

っ
た
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
は
日
米
同
盟
を
確
固
た
る
も
の
と

し
、
台
湾
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
な
ど
を
助
け
、
中

国
に
は
国
際
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
る
こ
と

を
要
求
す
る
べ
き
で
す
。 

日
本
は
聖
徳
太
子
時
代
、
元
寇
の
役
、
日

清
戦
争
な
ど
大
陸
か
ら
の
影
響
を
常
に
排
除

し
て
き
ま
し
た
。
首
相
の
靖
国
参
拝
へ
の
内

政
干
渉
な
ど
は
断
固
排
除
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
日
米
同
盟
を
中
軸
と
し
て
ク
ア
ッ

ド
（
日
米
豪
印
戦
略
対
話
）
や
国
際
社
会
と

協
力
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加

入
な
ど
で
台
湾
を
助
け
る
こ
と
で
す
。 

中
国
共
産
党
独
裁
は
い
つ
ま
で
続
く
で
し

ょ
う
か
。
か
つ
て
台
湾
の
駐
日
代
表
処
の
長

が
中
国
の
台
湾
化
（
民
主
化
）
を
期
待
す
る

と
言
っ
た
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
も
同
感
で
す
。 

 

 

台
湾
問
題
を
考
え
る
。 

支
部
相
談
役 

髙
山 

雅
司 

私
は
中
国
と
台
湾
に
は
そ
れ
ぞ
れ
３
回
行

き
、
軍
関
係
者
と
会
っ
て
い
ま
す
。
１
９
６

６
年
、
練
習
艦
隊
で
台
湾
へ
、
１
９
８
４
年
、

教
育
視
察
団
と
し
て
中
国
へ
、
定
年
退
職
後
、

財
団
法
人
デ
イ
フ
ェ
ン
ス
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
の
研
究
委
員
と
し
て
中
国
と
台
湾
に
２
回

ず
つ
行
き
ま
し
た
。
１
９
６
２
年
、
米
留
で

出
合
っ
た
国
府
軍
医
だ
っ
た
台
湾
人
で
今
は

米
国
に
移
住
し
開
業
し
て
い
る
６
０
年
来
の

友
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
た
知

識
を
も
と
に
私
の
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

中
国
の
狙
い 

今
、
中
国
は
か
つ
て
の
ソ
連
や
米
国
に
代

わ
る
世
界
の
覇
権
国
家
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
台
湾
を
統
一
す
る
だ

け
で
な
く
尖
閣
列
島
は
も
ち
ろ
ん
朝
鮮
半

島
、
日
本
も
そ
の
勢
力
下
に
置
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。
孫
子
の
兵
法
、
超
限
戦
、
三
戦
（
世

論
戦
、
心
理
戦
、
法
律
戦
）
を
用
い
武
力
だ

け
で
な
く
、
平
時
で
も
民
間
の
技
術
、
経
済
、

資
源
、
貿
易
、
マ
ス
コ
ミ
、
サ
イ
バ
ー
、
人

事
交
流
、
金
、
異
性
関
係
、
謀
略
、
ス
パ
イ
、

騙
し
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
利
用
し
て
相
手
の
弱
点
を
作
り
屈
服
さ

せ
、
国
際
法
は
無
視
す
る
か
、
自
己
有
利
に

で
っ
ち
あ
げ
る
や
り
方
を
中
国
は
こ
の
２
０

年
近
く
世
界
中
で
行
っ
て
き
て
、
最
近
欧
米

諸
国
も
よ
う
や
く
そ
れ
に
気
が
付
き
、
警
戒

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
も
同
様
で

す
。 

中
国
の
平
和
的
な
台
湾
統
合
は
可
能
か 

習
近
平
主
席
は
権
力
顕
示
の
た
め
に
近
い

将
来
、
台
湾
統
一
を
実
現
し
た
い
と
強
く
願

っ
て
い
ま
す
。
台
湾
の
人
口
の
９
０
％
は
本

省
人
（
台
湾
人
）
で
す
。
１
０
％
の
外
省
人

の
国
民
党
が
戦
後
５
０
年
間
統
治
し
て
き
ま

し
た
。
１
９
４
７
年
の
２
．
２
８
事
件
で
台

湾
人
が
２
万
人
以
上
虐
殺
さ
れ
て
い
ま
す
の 
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し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
別
に
み
た
「
出
生
率
」

と
「
死
亡
率
」
を
算
出
し
て
、
「
中
位
」
の
場
合
の

予
測
で
す
。 

現
在
、
世
界
人
口
の
６
割
は
ア
ジ
ア
に
集
中
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
日
本
や
欧
州
諸
国
な
ど
の
先
進
国

は
少
子
化
の
た
め
人
口
が
減
り
ま
す
が
、
ア
フ
リ
カ

や
中
東
は
人
口
増
加
率
が
高
く
、
２
１
世
紀
の
人
口

の
鍵
を
に
ぎ
る
の
は
ア
フ
リ
カ
で
、
世
界
に
占
め
る

ア
フ
リ
カ
の
人
口
の
割
合
は
、
２
０
１
９
年
の
約
１

７
％
が
２
１
０
０
年
に
は
約
４
０
％
に
上
昇
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

人
口
が
増
加
す
る
と
、
衣
食
住
の
環
境
整
備
が
必

要
で
、
特
に
食
料
供
給
量
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
更
に
、
途
上
国
の
人
口
が
増
え
る
と
生

活
水
準
向
上
の
た
め
、
資
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要

が
増
え
ま
す
。 

農
林
水
産
省
が
ま
と
め
た
「
２
０
５
０
年
に
お
け

る
世
界
の
食
料
需
給
見
通
し
」
で
は
、
２
０
５
０
年

の
人
口
は
、
２
０
１
０
年
の
１
．
３
倍
に
、
世
界
の

食
料
需
容
量
は
１
．
７
倍
に
達
す
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。
そ
の
差
は
食
生
活
の
多
様
化
が
原
因
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
食
料
生
産
に
不
可
欠
な
農
業
用
水
及
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
も
上
昇
、
そ
の
対
応
が
必
要
で

す
。 国

連
は
、
基
本
的
人
権
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、

人
口
削
減
を
目
標
と
し
た
大
き
な
活
動
は
行
わ
れ

て
い
な
い
様
で
す
。 

 
 
 

 
 
 

（
つ
づ
く
） 

世
界
平
和
と
人
類
の
存
続
を
祈
願
し
て
（
第
一
回
） 

支
部
顧
問 

坂
西 

厚
隆 

は
じ
め
に 

以
下
に
書
く
こ
と
は
、
本
論
の
主
題
に
関
し
良
識

的
な
方
々
と
問
題
を
共
有
す
る
も
の
で
す
。 

 

先
ず
、
２
０
世
紀
を
顧
み
る
と
、
２
つ
の
大
き
な

特
徴
が
有
り
ま
す
。 

１
つ
目
は
、
２
度
の
世
界
大
戦
が
勃
発
し
て
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。 

１
９
１
４
～
１
８
年
の
第
１
次
世
界
大
戦
（
Ｗ
Ｗ
１
）

で
は
、
犠
牲
者
が
約
１
，
６
５
０
万
人
（
内
民
間
人

約
６
５
０
万
人
）
と
言
わ
れ,

１
９
３
９
～
４
５
年
の

第
２
次
世
界
大
戦
（
Ｗ
Ｗ
２
）
で
は
、
犠
牲
者
が
約

６
，
０
０
０
万
人
～
８
，
５
０
０
万
人
（
内
民
間
人

約
３
，
８
０
０
万
人
～
５
，
５
０
０
万
人
、
飢
饉
・

病
気
も
含
む
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
出
典
Ｗ
ｉ
ｋ

ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
） 

 

２
つ
目
は
、
世
界
人
口
の
急
激
な
増
加
で
す
。 

人
口
は
１
９
０
０
年
の
１
６
億
人
が
、
１
９
９
９
年

に
は
６
０
億
人
と
約
３
，
８
倍
に
成
り
、
平
均
寿
命

も
３
０
歳
か
ら
７
０
歳
程
度
に
伸
び
て
、
人
口
爆
発

の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。 

 

２
１
世
紀
に
入
り
、
大
き
な
戦
争
は
起
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
国
際
連
合
（
国
連
）
に
よ
る
多
国
籍
軍
に

よ
る
武
力
攻
撃
、
宗
教
や
民
族
等
に
よ
る
内
戦
・
紛

争
、
更
に
は
多
く
の
難
民
・
飢
餓
の
発
生
な
ど
、
世

界
が
平
和
で
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

現
在
、
世
界
平
和
の
確
保
に
加
え
て
、
①
地
球
温

暖
化
、
②
人
口
の
増
加
、
③
核
兵
器
の
保
有
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
等
は
複
雑
に
関
係
し
て
お
り
、

深
刻
化
し
た
場
合
、
今
の
国
連
で
は
解
決
で
き
な
い

と
考
え
ま
す
。
そ
の
時
、
ど
の
様
に
対
応
す
べ
き
か

を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

１ 

現
状
認
識
と
対
応 

（
１
）
世
界
の
平
和
関
連
情
勢 

国
連
は
国
際
の
平
和
と
安
全
を
維
持
す
る
た
め,

こ

れ
迄
に
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
は
、
７
１
件
設

立
さ
れ
、
２
０
０
９
年
～
２
０
１
０
年
に
は
全
世
界

へ
１
０
万
人
以
上
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ 

要
員
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
創
設
以
来
、
３
，
５
２
０
人

以
上
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
要
員
が
活
動
中
に
命
を
失
っ
て
い
ま 

編
集
後
記 

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
期
間
が
３
月
６
日

（
日
）
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄
稿
の

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

 

・02/19（土） 

 第 10回支部理事役会 

 （メールによる会議） 

・03/06（日） 

 神奈川自衛隊音楽まつり 

・03/12（土） 

 第 11回支部理事役会 

・03/18（金） 

 ３月隊友紙発送 

す
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
は
、
内
戦
や
紛
争
な
ど
治
安
の
悪

い
国
が
多
い
事
の
証
左
で
す
。 

 

国
連
は
、
安
全
保
障
理
事
会
（
安
保
理
）
の
承
認

を
得
て
、
軍
事
行
動
を
含
む
強
制
措
置
を
執
る
事
が

で
き
、
１
９
９
１
年
に
は
多
国
籍
軍
に
よ
る
イ
ラ
ク

へ
の
軍
事
攻
撃
が
行
わ
れ
、
そ
れ
以
降
、
６
件
の
軍

事
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
連
が
行
う

制
裁
処
置
で
す
が
、
武
力
を
行
使
す
る
の
で
一
種
の

戦
争
で
す
。 

 

２
０
１
５
年
、
国
連
は
「
２
０
０
０
ミ
レ
ニ
ア
ム
・

サ
ミ
ッ
ト
」
に
続
き
、
１
７
項
目
の
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の

開
発
目
標
は
、
貧
困
、
飢
餓,

水
、
衛
生
、
教
育
、
健

康
管
理
な
ど
に
焦
点
を
当
て
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

「
た
だ
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 

 

し
か
し
、
飢
餓
に
関
す
る
現
状
は
、
２
０
１
６
年

の
飢
餓
人
口
は
約
７
億
９
，
３
０
０
万
人
で
難
民
は
、

シ
リ
ア
、
イ
エ
メ
ン
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

西
部
な
ど
で
発
生
し
て
お
り
、
２
０
１
９
年
の
難
民

総
人
口
は
約
７
，
０
８
０
万
人
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
様
な
情
勢
を
鑑
み
る
と
、
Ｗ
Ｗ
２
後
、
大
き

な
戦
争
は
起
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、

安
全
で
安
心
で
き
る
平
和
な
世
界
で
あ
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。 

（
２
）
地
球
温
暖
化 

地
球
温
暖
化
の
問
題
は
、
人
類
に
と
っ
て
重
大
な

懸
案
事
項
で
す
。
こ
の
発
端
で
あ
る
米
国
の
大
気
学

者
ハ
ン
セ
ン
氏
の
論
文
「
増
大
す
る
大
気
二
酸
化
炭

素
の
気
象
へ
の
影
響
」
の
趣
旨
は
、「
次
の
世
紀
に
予

想
さ
れ
る
地
球
温
暖
化
は
、
ほ
と
ん
ど
前
例
の
な
い

規
模
の
も
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
伸
び
を
低
下

さ
せ
て
も
２
．
５
℃
の
温
度
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
温
暖
化
に
よ
っ
て
南
極
の
氷
が
溶
け
、
そ
の
結

果
海
面
が
上
昇
し
て
世
界
の
多
く
の
都
市
が
水
没

し
、
内
陸
部
は
砂
漠
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
い

う
衝
撃
的
な
内
容
で
し
た
。
１
９
８
８
年
に
は
全
米
、

更
に
世
界
に
知
れ
渡
り
、
世
界
的
関
心
事
に
拡
大
し

ま
し
た
。 

南
極
の
氷
が
す
べ
て
氷
解
し
た
場
合
、
海
面
上
昇 

は
５
６
～
８
０
㎝
と
見
積
も
ら
れ
て
、
そ
う
な
れ

ば
東
京
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
大
都
市
の
多
く
は
海

面
下
と
な
り
、
衣
食
住
の
環
境
整
備
が
困
難
と
な

り
、
人
類
を
消
滅
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
床
は
毎
年
１
０
ｍ
ず
つ

薄
く
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
世
界
の
海
面

が
毎
年
０
．
９
㎜
ず
つ
上
昇
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

山
岳
氷
河
は
、
２
０
世
紀
の
間
に
、
幾
つ
か
は

完
全
に
消
滅
し
、
氷
河
の
半
分
を
失
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
山
岳
氷
河
が
な
く
な
る
と
、
地
元
の

集
落
は
、
農
業
用
水
、
飲
料
水
、
水
力
発
電
用
な

ど
の
氷
河
融
解
水
を
失
い
、
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
す
。 

 

１
９
９
２
年
、
国
連
は
「
地
球
サ
ッ
ミ
ト
」
を

開
き
、
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
た
「
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
宣
言
」
を
採
択
し
、
「
気
候
変
動
枠
組
条

約
」
な
ど
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
９
９
７
年
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
を
実
行
に

移
す
た
め
、「
京
都
議
定
書
」
が
議
決
さ
れ
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
先
進
国
の
排
出
量
を
各
国
が
１
９
９

０
年
時
点
よ
り
引
き
下
げ
る
こ
と
を
定
め
ま
し

た
。
中
国
な
ど
発
展
途
上
国
に
は
、
排
出
量
の
削

除
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

２
０
１
５
年
、
国
連
総
会
が
採
択
し
た
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
１
７
目
標
」
の

内
、
「
目
標
の
１
３
」
は
、
「
気
候
変
動
及
び
そ
の

影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
緊
急
対
策
を
講
じ
る
」

で
あ
り
、
２
０
３
０
年
が
ゴ
ー
ル
で
す
。 

 

２
０
１
６
年
、
新
た
な
気
候
変
動
対
策
で
あ
る

「
パ
リ
協
定
」
が
発
効
し
、
世
界
の
平
均
気
温
上

昇
を
産
業
革
命
前
と
比
較
し
て
２
℃
よ
り
も
十
分

低
く
し
１
．
５
℃
未
満
に
抑
え
る
事
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
発
展
途
上
国
も
対
象
で
す
。

各
国
が
削
減
目
標
を
定
め
、
５
年
ご
と
に
成
果
な

ど
を
提
出
す
る
こ
と
が
、
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

（
３
）
世
界
人
口
１
０
０
億
人 

現
在
の
世
界
人
口
は
７
８
億
人
（
２
０
２
０
）

で
、
１
０
０
億
人
（
２
０
５
７
）、
１
０
９
億
人
（
２

１
０
０
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
と
国
連
は
予
測 


